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会計予算を可決

□―口1殴会計□□□□□□

246億 376万 1千円
(前年度Lヒ 151意 9,407アラ円土曽/)

【歳入】

総額 376億 9,333万 6千円
(前年度比 18億 5,305万 9千円増額)
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他

等

金

税

の

料

入

市

そ

数

繰

手金担負

自
主
財
源

依
存
財
源

その他

市債

国・県補助等

地方交付税

その他

議会費

農林水産業費

消防費

土木費

衛生費

教育費

総務費

公債費 (借金返済 )

民生費

4億2,634万 6千円

2億9,149万 9千円

7億 117万7千 円

8億3,902万2千円

【歳出】

12億8,247万 7千円

17億3,229万 5千円

21億 163万 2千円

21億7,963万円

112億 1,480万 3千円

119億511万5千円

′

31億 4,456万 8千円

6億7,523万 4千円

9億3,136万 1千円

4億2,607万 8千円

7億241万 1千円

11億 1,015万 4千円

27億 4,367万 1千円

68億4万9千 円

自主財源 (本市独自の収入)

依存財源 (他に頼つた収入 )

47億 7,634万 4千 円 (19.4%/)
198億 2,741万 7千 円 (80.6%ヽ )

義務的経費

投資的経費

そ の 他

(人件費など最低限必要な経費)

(事業費など投資する経費)・ ・

(施設の維持管理などの経費)・

153億 494万 8千 円
13億 5,291万 6千 円

79億 4,589万 7千 円

(62.2%ゝ )

(5.5%/)
(32.3%/)
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□□□□後期高齢者医療特別会計□
6億 666万 4干円
(前年度比 5,933万 4千円湖 )ゝ

ヽ

□国 民健康保 険特別会計□□□□

56億 6,682万 9干円
(前年度 Lヒ 8,872万 6千 円湖 )ゝ

□介 護 保険特層u会計□□□□
55億 9,965万 3干円
(前年度比 2億 7,154万 5干 円増/)

□□□住 宅 新 築 資 金 等貸付特別会計□
3,824万 7干円
(前年度 Lヒ 96万 5千 円増/)

□水道事業会計□□□□
11億 7,848万 5干円
(前年度比 ¬億 4,216万 円増/)

⌒
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敬
老
祝
金
条
例

の

一
部

を
改
正

７７
歳

、
８８
歳
、

９９
歳

、

１
０
０
歳
の
方
に
支
給
さ

れ
る
敬
老
祝
金
の
受
給
対

象
が
、
年
度
内
に
受
給
年

齢
に
達
す
る
方
全
員
に
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
、
同
級
生

は
そ
ろ
っ
て
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
７０

歳
以
上
の
方
全
員
に
市
内

の
商
店
等
で
利
用
で
き
る

２
千
円
分
の
商
品
券

（鶴

亀
親
交
券
）
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

教

育

基

本

条

例

の

一
部

を
改

正

個

々
の
学
力

に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
生
活
指
導

や
学
習
指
導
が
で
き
る
教

育
環
境

の
整
備
を
行
う

こ

と
と
あ
わ
せ
て
、
不
登
校

等

の
要
因
と
な
り
や
す

い

中
１
ギ

ャ
ッ
プ

の
解
消
を

図
る
た
め
、
現
在

の
１
学

級
３５
人
以
下

で
編
成
す
る

指
導
形
態
を
更

に
拡
充
し
、

小
学
校
全
学
年
及
び
中
学

校
第
１
学
年
を
１
学
級
３０

人
以
下
と
し
ま
す
。

老祝金

同級生はそろつて受給

少 人数指 導の

更なる強化をはかる

3月補正予算

総額 8,094万 9千円

総額 6億2,103万 6千円

3,965万 3千円

総額 253億7,360万8千円

総額 59億7,228万 7千円

総額 55億3,610万 5千円

総額  10億4,160万 8千円

一般会計補正の主なもの
(歳入 )
地方交付税       1億 1,526万 円増
住民生活に光をそそぐ交付金

4,962万円増
財政調整基金繰入金  6億 1,032万 4千円減
(歳 出)

住民生活に光を注ぐ基金積立金
1,997万 5千円増

図書備品費        2,620万 円増
県道整備に伴う地元負担金  1億 5千万円増
私立保育所施設整備補助金

1億 4,082万 4千円増

碓丼図書館

総額/2億4,238万 1千円減額の387億888万 8千円
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定例会中に開催された委員会の審

査や活動を報告 します。

総務財政委員会

市の負担な く

新たな雇用 を

鰈Ａ一＝ユ″嚇
一『卸鰊喝蹄理］［畔

住

民
生
活

に
光

を

そ

そ
ぐ
基
金
条
例

を
制

定
本
案
は
、
国
か
ら
地
域

活
性
化
交
付
金
が
交
付
さ

れ
る
こ
と

に
伴

い
、
嘉
麻

市
住
民
生
活

に
光
を
そ
そ

ぐ
基
金
を
設
置
す
る
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
嘉
麻
市

へ
の
交
付
金

の
内
示
額
は

４

９

６

２

万

円

で
あ

り

、

こ
の
内
１
９
９
７
万
円
を

基
金

へ
積
立

て
、
そ

の
他

は
、
平
成
２３
年
度

に
実
施

す
る
事
業

の
必
要
な
財
源

に
充
当
す
る
予
定

で
、
一屋

用

拡

大

に
繋

が

る
事

業

、

各
図
書
館

の
図
書
購
入
費
、

碓
井
平
和
祈
念
館
映
像

シ

ス
テ
ム
更
新
な
ど
、
金
額

委
員
よ
り
、

こ
の
交
付

金

の
使
途
内
容

に
関
す
る

質
問

に
対
し
、
地
方
消
費

者
行
政
、
Ｄ
Ｖ
対
策

。
自

殺
予
防
等

の
弱
者
対
策

・

自
立
支
援
、
知

の
地
域
づ

く
り
に
対
す
る
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め

の
交
付

金
で
、
嘉
麻
市

で
は
既

に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
も

あ
る
た
め
、
基
本
的

に
は

既
存

の
事
業

の
財
源

に
充

当
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
新
た

に
実
施
す
る
事

業
と
し
て
女
性
相
談
員
や

所
蔵
資
料
整
理
員

の
雇
用

な
ど
も
あ
る
と

の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
新
た
な

一
般
財
源

の
負
担

に
繋
が

る
こ
と
が
な

い
よ
う
一屋
用

拡
大

に
努
め
て
も
ら

い
た

い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

大里副委員長

碓丼平不0祈念館
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岩永副委員長

新リト委11

同 級 生 は そ ろ っ て 支 給
こ
=i二
f́

tヽ 1

や抄
清水委it

敬

老

祝

金

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

に

つ
い

て

本
案
は
、
敬
老
祝
金
の

受
給
資
格
の
要
件
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
う
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
、
主
な

改
正
点
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
は
敬
老
祝
金
の
受
給

権
の
基
準
Ｈ
が
９
月
１
日

で
あ
る
た
め
、
こ
の
日
を

境

に
し

て
同

級

生

で
も

、

も
ら
え
る
人
と
も
ら
え
な

い
人
が
出

て
い
ま
し
た

の

で
、
同
級
生
は
み
ん
な
も

ら
え
る
よ
う

に
す
る
た
め

に
受
給
資
格
要
件
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、

こ
の
改
正
に
併

せ
て
、
給
付

の
特
例
と
し

て
、
受
給
権
が
発
生
し
た

以
降

に
お

い
て
死
亡
し
た

り
、
転
出
等
が
あ

っ
て
も

本
人
若
し
く
は
遺
族

の
方

が
受
給
で
き
る
よ
う

に
改

正
す
る
も

の
で
す
。

委
員
よ
り
、
平
成
２３
年

度

の
当
初
予
算

で
７０
歳
以

上

の
市
民
全
員

に
２
千
円

の
商
品
券
が
支
給
さ
れ
る

と

い
う
財
源
が
確
保
さ
れ

て
い
る
が
、
市
民
の
意
見
、

あ
る
い
は
情
報
は
、
商
品

券

で
は
な
く
、
現
金
支
給

で
と

い
う
声
が
圧
倒
的

に

多

い
と

い
う

こ
と

か
ら

、

執
行
部
提
案

の
条
例
改
正

に
加
え

て
、
２
千
円
分

の

商
品
券
を
敬
老
祝
金
と
し

て
現
金
支
給
す
る
よ
う
修

正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審

査

の
結

果

、

ま

ず

、

修
正
案

に
つ
い
て
採
決
し
、

賛
成
少
数

で
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

次

に
、
原
案

に
つ
い
て

採
決
し
、
賛
成
多
数
を
も

っ
て
可
決
し
ま
し
た
。

民生文教委員会

田淵委員

産業建設委員会∩
≡ψ
［ハ
・み

ヘ

「
:ヽ

″北冨百1委員長

移
f/1藤 委員

ごル
古永委it

で身″
森 委員長

●

`ルrf原委it

住宅政策の充実 を !

嘉
麻
市
営
住
宅
条
例

の

一
部
を
改
正

本
案
は
、
条
例

に
木
登

載

で
あ

っ
た
碓
井
地
区

の

笹
原
団
地
と
昭
嘉
団
地

の

集
会
所
を
追
加
す
る
と
と

も

に
、
老
朽
化
等

に
よ
る

用
途
廃
止

に
よ
り
、
市
営

住
宅

の
戸
数
が
減
少
し
た

こ
と

に
伴

い
、
所
要

の
整

備
を
図
る
た
め
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

委
員
か
ら
、
市
営
住
宅

の
建

て
替
え
計
画
や
耐
震

性

の
問
題
、
市
営
住
宅
建

て
替
え
等

に
伴
う
入
居
時

の
契

約

内

容

の
見

直

し

、

連
帯
保
証
人

の
確
認

・
更

新
な
ど
住
宅
政
策

の
充
実

に
関
し
て
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

藤

笹原団地集会所
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思 見書

丁
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平

洋

経

済

連

携

協

定
）

へ
の
対
応

に

関
す
る
意
見
書

我
が
国
の
農
業
に
対
す

る
崩
壊
的
な
打
撃
を
与
え

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て

断
固
と
し
て
参
加
し
な
い

こ
と
、
農
林
水
産
分
野
以

外
に
も
国
民
の
経
済
や
生

活
に
か
か
る
多
様
な
分
野

に
影
響
が
あ
る
こ
と
を
国

民
に
説
明
す
る
こ
と
な
ど

を
国
に
強
く
要
請
す
る
も

の
で
す
。

鮭
孵
化
場
の
設
置

に
関
す
る
請
願
書

嘉
穂
馬
見
地
区

で
は
、

以
前
よ
り
鮭
の
孵
化

・
育

成
、
放
流
事
業
が
個
人
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
の
手
に
よ

っ

て
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、

孵
化

・
育
成
施
設
の
老
朽

化
等
に
よ
り
、
継
続
が
困

難
と
な

っ
て

い
る
た
め
、

市
に
よ
る
支
援
を
求
め
る

も
の
で
す
。

請 願

議案の結果一覧 (3月定例会 )

各委 員会で審査された議 案を本会議で採決 した結 果

〇・・・全会一致

△・・・賛成多数

*・ ・・言寸論あり

議案第 1号  住民生活に光をそそぐ基金を設置する
″第 2号  国土調査終了に伴う産業建設部の分掌事務の改正をする

議案第 3号  老人保健事業の廃止に伴い、特別会計条例から老人保健事業の項目を肖」除する
″第 4号  敬老祝金の受給資格を変更し、同級生は同時に受給できるようにする
″第 6号  少人数指導をさらに強化し、小学校 1年生から中学校 1年生までを30人以下学級とする
″第 7号  奨学資金の新規貸与の人員を予算の範囲で増員できる措置を明確に規定する
″第 8号  条例に未搭載であつた碓井地区の公民館類似施設を条例に登載する

議案第 5号  条例に未搭載であつた碓丼地区の市営住宅集会所を条191に登載する

議案第 9号  平成22年度 一般会計補正予算 (第8号 )
″第 10号  平成22年度 国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 4号 )
″第 11号  平成22年度 老人保健事業特別会計補正予算 (第3号 )
″第 12号  平成22年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 (第 2号 )
″第 13号  平成22年度 介護保険事業特別会計補正予算 (第 4号 )
″第 14号  平成23年度 一般会計予算
″第 15号  平成23年度 国民健康保険事業特別会計予算
″第 16号  平成23年度 後期高齢者医療特別会計予算
″第 17号  平成23年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
″第 18号  平成23年度 介護保険事業特別会計予算
″第 19号  平成23年度 水道事業会計予算

諮問第 1号  人権擁護委員に再度貞松陽子氏を推薦する ○同 意
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宮 原  由 光  議員
熊ヶ畑地区の産業廃棄物処理施設の今

後の対策について

田 上  孝 樹  議員
買い物弱者支援について

梅 永  茂 美  議員
施政方針について

佐 藤  道 彦  議員
嘉麻市の将来像について

山 倉  敏 明  議員
施政方針について

田 中 日 本 明  議員
高齢者福祉の取り組みについて

藤    伸 ―  議員
ごみの有料指定袋について

田 淵 千 恵 子
環境行政について

中 村  春 夫
環境行政について

9P

10P

1lP

12P

13P

14P

議 員

議 員

9P

10P

永 水  民 生  議員
市バス事業について          1lP

吉 永  雪 男
観光施策について

議 員
12P

荒 木  紘 子  議 員
まちづくり、ひとづくりについて 13P

新 丼  高 雄  議員
産業廃棄物処理場拡張に市民は納得し 14P
ていない

15P
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宮 原 由 光 議 員
熊ケ畑地区の産業廃棄物処理施設の今後の対策について

間.協定書はs業者に全部
任せるのか。誰が守るのか。

答.協定書を守らなければ業者
に非がある。それは幾らでも
追求される。

質
　
福
岡
県
は
産
業
廃
棄

物
税
を
課
税
し
て
い
る
が
、

納
め
る
額
は
幾
ら
か
。

坂
本
環
境
課
長
　
最
終
処

分
施
設

へ
搬
入
し
た
場
合

は
、
１
ト
ン
当
た
り
１
０

０
０
円
、
焼
却
施
設

へ
搬

入
し
た
場
合
は
、
１
ト
ン

当
た
り
８
０
０
円
で
あ
る
。

質
　
こ
の
税
は
産
業
廃
棄

物
の
排
出
抑
制
と
リ
サ
イ

ク
ル
を
さ
ら
に
促
進
す
る

た
め
に
納
め
る
税
で
あ
る

の
で
、
紛
争
防
止
の
た
め

に
費
用
を
充
て
て
も

い
い

は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
市
か

ら
県

へ
申
し
出
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
が
、
そ
の
姿
勢
が

あ
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
市
と
し
て
は
、

現
に
被
害
が
生
じ
る
と
い

う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
非

常
に
対
応
し
に
く
い
。

質
　
福
岡
県
市
長
会
総
会

で
追
加
提
案
さ
れ
た

「福

岡
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
の
設
置
に
係
る
紛
争
の

予
防
及
び
調
整
に
関
す
る

条
例
の
運
用
改
定
」
に
つ

い
て
の
勉
強
会
を
実
施
し

て
い
る
の
で
、
有
効
に
使

っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

市
長
　
当
然
今
後
も
条
例

改
正
を
求
め
て
い
く
。

私
が
全
国
市
長
会
等
で

発
言
し
た
際
、
公
的
施
設

を
徐
々
に
つ
く
ら
な
く
て

は
な
ら
な

い
と
国
の
部
長

か
ら
も
回
答
を
得
て
い
る

が
、
直
ぐ
に
改
善
さ
れ
て

い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
、
こ
の
産
業
廃
棄

物
処
理
場
は
何
と
言

っ
て

（
も
必
要
で
あ
る
。

県
は
指
導
し
て
い
る
と

言
う
だ
け
で
、
県
に
許
認

可
権
が
あ
る
こ
と
で
、
多

く
の
自
治
体
が
苦
労
し
て

い
る
と
い
う
状
況
を
説
明

し
な
が
ら
、
改
善
に
向
け

今
後
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

質
　
こ
の
協
定
書
は
誰
が

今
か
ら
守
る
の
か
、
業
者

に
全
部
任
せ
る
の
か
が
大

事
で
あ
る
。
誰
が
立
ち
入

り
し
、
ど
う
す
る
の
か
。

今
ま
で
立
ち
入
り
で
き

な
か

っ
た
産
業
廃
棄
物
処

理
場
と
結
ん
だ
協
定
書
を

危
う
い
と
思
う
が
、
市
長

は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持

っ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
も
し
協
定
書
を
守

ら
な
け
れ
ば
、
業
者
に
非

が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
幾

ら
で
も
追
求
さ
れ
る
。

宮原議員 (山田)

一

質
　
市
内

の
ご
み
の
収
集

形
態
は
ど
の
よ
う
に
な

っ

て
い
る
の
か
。

坂
本
環
境
課
長
　
稲
築
地

区
と
他
の
地
区
で
は
処
理

す
る
施
設
が
異
な
る
の
で
、

稲
築
地

区

で
は
５
種
類

、

他
の
地
区
で
は
６
種
類
の

指
定
袋
で
収
集
し
て
い
る
。

合
併
前
の
形
態
を
継
続

し
て
い
る
の
で
、
収
集
委

託
料

・
収
集
回
数
の
平
準

化
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

分
別
方
法
も
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て

い
る
。

質
　
行
政
の
責
務
は
。

環
境
課
長

　

一
般
廃
棄
物

処
理
の

一
端
で
あ
る
収
集

運
搬
に
お
い
て
も
作
業
の

方
法
改
善
を
図
り
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
図
ら
ね
ば
な
ら

い
と
認
識
し
て
る
。

質
　
第
２
次
行
政
改
革
実

施
計
画
で
は
指
定
袋
を
見

直
す
項
目
が
あ
が

っ
て
い

る
が
、
指
定
袋
の
見
直
し

を
行
う
き

っ
か
け
は
何
か
。

環
境
課
長
　
第
２
次
行
政

改
革
実
施
計
画
の
策
定
に

あ
た

っ
て
、
素
案
作
成
部

会

よ
り
提
案

さ
れ
た

が
、

経
済
状

況
等
を
勘
案

し
、

価
格
は
現
状
の
ま
ま
で
規

格
の
見
直
し
を
打
ち
出
し

た
。ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
十
分

市

民

の
状

況
を
把
握

し
、

検
討
し
た

い
と
考
え
て
い

′つ
。
質
　
指
定
ご
み
袋
の
容
量

を
１０
％
削
減
す
る
意
図
は
。

環
境
課
長
　
嘉
麻
市
は
５０

ι
、
近
隣
市
町
の
多
く
は

４５
な

い
し
４０
ι
で
ぁ
る
し
、

収
集
作
業
員
の
事
故
防
止

も
考
慮
し
た
と
こ
ろ
だ
。

質
　
肉
や
魚
を
入
れ
て
い

る
ト
レ
イ
の
回
収
を
販
売

業
者
に
お
願

い
す
る
な
ど
、

工
夫
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
れ
ば
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う

か
。
環
境
課
長
　
資
源
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
は
、
法
は
も
と

よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

団
体
奨
励
補
助
金

。
生
ご

み
処
理
容
器
等
購
入
補
助

金
制
度
の
活
用
を
し
、
推

進

に
取

り
組

ん

で

い
る
。

ト
レ
イ
の
回
収
も
費
用

対
効
果
を
勘
案
し
取
り
組

み
た
い
。

質
　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
か
ら
ご
み
袋
の
現

状
維
持
を
望
む
が
市
長
の

見
解
は
。

市
長
　
指
摘
の
点
は
総
合

的
に
勘
案
し
、
協
議

。
改

善
を
図
り
た
い
。

田 淵 千 恵 子 議 員
環境行政について

間.指定ごみ袋の容量10%
削減による実質的値上げ
について
答.アンケートを実施し市民
の意見を尊重する田淵議員 (嘉穂 )

嘉麻市指定袋

議会だよりかまし (20号 )



田 上 孝 樹 議 員

買い物弱者支援について

質
　
買
い
物
弱
者
対
策
に

つ
い
て
は
‐２
月
議
会
で
も

質
問
し
た
が
、
昨
年
１２
月

末
に
下
山
田
の
ス
ー
パ
ー

が
閉
店
し
た
こ
と
に
伴

い
、

高
齢
者
を
中
心
に
買
い
物

に
対
す
る
不
安
が

一
層
高

ま

っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
現
状
を
ど
う
認
識
さ

れ
て
い
る
の
か
。

問.事例を参考にモデル地
区を立ち上げ。市バスを
活用してはどうか
答.先進事例を参考に、具体的に
事業実施に向け考えていきたい

松
岡
市
長
　
本
市
の
高
齢

化
率
も
高
ま

っ
て
い
く
ば

か
り
で
、
施
政
方
針
で
も

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
買

い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

は
十
分
対
応
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

質
　
経
済
産
業
省
が
策
定

し
た

「買
い
物
弱
者
応
援

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
買
い
物
弱

者

を
支
え

て

い
く
た

め

に
」
で
は
、
買
い
物
弱
者

を
応
援
す
る
方
法
と
し
て
、

身
近
な
場
所
に
店
を
作
る

こ
と
、
家
ま
で
商
品
を
届

け
る
こ
と
、
人
々
が
出
か

け
や
す
く
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
、
全
国
各
地

の
取
組
事
例
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

ミ

ニ
ス
ー

パ
ー
事
業
、

移
動
販
売
事
業
な
ど
を
立

ち
上
げ
る
上
で
の
課
題
や

問
題
点
は
。

松
岡
産
業
振
興
課
長
　
販

売
を
目
的
と
し
た
事
業
に

つ
い
て
は
、
行
政
自
ら
が

販
売
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
事
業
主
体
と
な
る

販
売
者
が
必
要
で
あ
る
。

嘉
麻
市

に
お

い
て
は
、

現
状
維
持
が
精

一
杯

の
事

業
者
が
多
く
、
新
た
な
事

業
展
開
を
求
め
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
う
。

商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

商
店
街
の
協
力
を
得
な
が

ら
販
売
業
者
の
確
保
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
市
バ
ス
を
活
用
し
て
、

買
い
物
に
適
応
し
た
運
行

形
態
や
臨
時
便
を
組
み
込

め
な
い
か
と
考
え
る
が
。

松
本
総
務
課
長
　
ど
の
程

度
の
要
望
、
利
用
が
あ
る

か
も
聞
き
な
が
ら
、
嘉
麻

市
地
域
公
共
交
通
会
議
等

で
議
論
し
た
い
。

質
　
買

い
物
困
難
地
域
に

お
い
て
、
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー

事
業
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
　
先
進
地

の
事
例
を
参
考
に
、
モ
デ

ル
地
区
の
検
討
を
踏
ま
え
、

具
体
的
な
事
業
実
施
に
向

け
て
考
え
て
い
き
た
い
。

田上議員 (山田)

中 村 春 夫
環境行政について

間.産廃場
う考える

議 員

拡張計画をど

答。権限は県にあり、公平公
正な立場で見守るしかない

質
　
先
日
、
産
廃
場
拡
張

反
対
の
看
板
等
が
な
く
な

っ
た
が
、
市
が
撤
去
し
た

の
か
。

大
神
住
宅
公
園
課
長
　
市

で
は
年
に

一
度
道
路
敷
き

な
ど
に
不
法
に
設
置
さ
れ

た
広
告
物
を
撤
去
し
て
い

る
。
産
廃
拡
張
反
対
の
看

板
だ
け
を
撤
去
し
た
わ
け

で
は
な

い
。
民
有
地
に
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
市

は
撤
去
し
て
い
な
い
。

質
　
熊
ケ
畑
不
法
投
棄
ゴ

ミ
問
題
及
び
百
々
谷
産
廃

場
問
題
に
つ
い
て
進
展
は

あ
る
の
か
。

坂
本
環
境
課
長
　
ど
ち
ら

も
新
た
な
進
展
は
な
い
。

県
は
業
者

へ
の
改
善
指

導
や
周
辺
地
下
水
等
の
水

質
検
査
を
継
続
し
て
行

っ

て
い
と
の
こ
と
。
市
と
し

て
は
、
県
の
積
極
的
な
対

応
と
水
質
検
査
の
記
録

の

提
出
を
求
め
て
い
き
た

い
。

質
　
熊
ケ
畑
産
廃
場

へ
の

市
の
立
ち
入
り
調
査
、
県

の
定
期
的
立
ち
入
り
調
査

の
報
告
書
、
現
在
の
残
容

量
は
。

環
境
課
長
　
本
年
度
は
３

月
、
６
月
、
１２
月
に
立
ち

入
り
調
査
を
行

っ
た
。
今

後
も
定
期
的
に
行
う
。
報

告
書
に
つ
い
て
は
、
平
成

‐８
年
か
ら
２２
年
度
ま
で
の

５
ヵ
年
分
が
あ
る
。
残
容

量
は
不
明
だ
が
、
県
に
よ

る
月
２
回
の
現
地
確
認
で

異
常
は
な
い
と
の
こ
と
だ
。

野
上
市
民
環
境
部
長
　
残

容
量
の
数
値
に
は
疑
間
が

あ
る
の
で
、
県
に
対
し
明

確
な
数
値
を
求
め
て
い
く
。

質
　
熊
ヶ
畑
産
廃
場
の
拡

張
申
請
の
状
況
は
。

環
境
課
長
　
県
は
昨
年
１２

月
２７
日
付
で
施
設
の
変
更

申
請
を
受
理
し
て
い
る
。

今
後

は
、
県

の
告
示
、

意

見
提
出
期

間
を
経

て
、

専
門
有
識
者
に
よ
る
意
見

聴
取
後
、
拡
張
操
業
許
可

と
い
う
流
れ
と
な

っ
て
い

る
が
、
ま
だ
県
に
よ
る
告

示
は
さ
れ
て
い
な
い
。

質
　
多
く
の
市
民
が
反
対

し
て
い
る
こ
の
拡
張
問
題

に
対
し
、
市
長
は
ど
う
考

え
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
許
認
可
権
は

県
に
あ
る
の
で
、
市
長
と

し
て
は
あ
く
ま
で
法
律
に

従

い
、
公
平
公
正
な
立
場

で
見
守
る
し
か
な
い
。

中村議員 (山田)
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梅 永 茂 美 議 員
施政方針について

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

質
　
棚
田
で
作
ら
れ
る
米

は
収
穫
量

が
少
な

い
が
、

非
常
に
美
味
し
い
と
評
判

で
あ
る
。

市
内

の
山
間
地

で
は
、

耕
作
放
棄
で
放
置
さ
れ
て

い
る
棚

田
が
多

い
た
め
、

間.棚日米の生産を助成し、
『子育て支援米」として
ブランド化してはどうか
答。嘉麻市のPR方策として、
十分検討していきたい

棚
田
米
の
生
産
に
対
し
て

助
成
金
を
交
付
す
れ
ば
、

農
業
者
の
生
産
意
欲
や
農

業
の
担

い
手
対
策
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

松
岡
市
長
　
ほ
か
の
農
業

を
営
む
方
に
も
深
く
関
係

す
る
問
題
で
あ
り
、
十
分

研
究
し
た

い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
農
業
を
推
進
し

や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進

め
な
く
て
は
な
ら
な

い
と

考
え
て
い
る
。

質
　
棚
田
米
を

「子
育
て

支
援
米
」
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
大
変

い
い
ア
イ
デ

ア
だ
と
思
う
。
嘉
麻
市
の

Ｐ
Ｒ
方
策
と
し
て
、
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
　
杉
、
ヒ
ノ
キ
を
利
用

し
た
校
舎
で
教
育
を
す
る

教
育
的
な
効
果
は
。

豊
福
教
育
委
員
長
　
本
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
こ
と

は
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て

大
切
な
こ
と
。
嘉
穂
地
区

の
統
合
小
学
校
建
設
に
あ

た

っ
て
は
、
嘉
穂
中
学
校

の
例
に
な
ら

っ
て
、
で
き

る
だ
け
木
材
を
使
用
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。

質
　
プ
ー
ル
に
ヒ
ノ
キ
材

を
使
用
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

〈フ
後
、
十
分
調
査

研
究
が
必
要
で
あ
る
。

質
　
企
業
誘
致
を
推
進
す

る
た
め
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
早
急
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

市
長
　
早
急
に
考
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

質
　
ト
イ
レ
の
改
造
な
ど

引

っ
越
し
や
す
い
住
環
境

を
整
え
、
老
朽
化
し
た
市

営
住
宅
の
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長
　
総
合
的
に
考
え
て

対
応
し
た
い
。

質
　
不
登
校
問
題
に
対
す

る
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
全
教
職
員
で
新
し

い
不
登
校
を
生
み
出
さ
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

梅永議員 (稲築)

棚田 (嘉穂地区)

質
　
以
前
、
稲
築
地
区
の

６０
歳
以
上
の
方
等
に
利
用

者
が
限
定
さ
れ
て
い
る
福

祉
バ
ス
を
誰
で
も
利
用
で

き
る
市
バ
ス
に
移
行
で
き

な

い
か
と

い
う
質
問
を
し

た
が
、
西
鉄
バ
ス
と
の
競

合
の
部
分
も
あ
る
の
で
難

し
い
と
の
回
答
だ

っ
た
。

今
度
、
稲
築
地
区
の

一

部
路
線
が
廃
止
に
な
る
と

い
う
話
を
聞

い
た
が
、
把

握
し
て
い
る
か
。

松

本

総

務

課

長

　

現

在

、

上
山
田
か
ら
飯
塚
方
面

に

行
く
路
線
は
山
野
経
由
と

上
三
緒
経
由

の
２
路
線
が

あ
る
が
、
４
月
１
日
か
ら

山
野
経
由

の
路
線
は
廃
止

と
な
り
、
鴨
生

回
交
差
点

か
ら
稲
築
中
学
校
ま

で
の

区
間
は
、
西
鉄

バ
ス
の
運

行
が
な
く
な

る
こ
と
と
な

′一
。
質
　
そ
の
区
間
は
、
ス
ー

パ
ー
や
薬
局
な
ど
も
あ
り

交
通
量
も
多

い
。
西
鉄
バ

ス
が
な
く
な
る
と
、
市
民

は
買
い
物
袋
を
提
げ
て
交

通
量
の
多

い
と
こ
ろ
を
歩

い
て
帰
る
こ
と
に
な
る
が
、

福
祉
バ
ス
を
利
用
で
き
な

い
方
の
た
め
に
も
市
バ
ス

ヘ
移
行
す
る
考
え
は
な

い

か
。
坂
口
社
会
福
祉
課
長
　
福

祉
バ
ス
の
目
的
は
、
高
齢

者
の
方
等
が
福
祉
施
設
に

行
く
た
め
の
も
の
で
、
市

バ
ス
と
は
性
格
が
異
な
る
。

ま
た
、
最
寄
り
の
バ
ス
停

か
ら
乗
車
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
地
で
降
り
る
よ
う

に
で
き
な

い
か
と
の
要
望

も
あ
る
し
、
乗
車
率
が
低

い
現
状
も
あ
る
。
し
か
し
、

ク
リ
ア
す
べ
き
問
題
も
あ

り
、
無
料
の
福
祉
バ
ス
を

市
バ
ス
に
移
行
す
る
と
有

料
と
な
る
こ
と
や
、
地
元

の
タ
ク
シ
ー
や
西
鉄
バ
ス

と
の
協
議
調
整
も
必
要
に

な

っ
て
く
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
市
民
の
移
動
手

段
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
、
総
体
的
な
運
行
形
態

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
し
、
福
祉
バ
ス
を
市

バ
ス
に
移
行
す
る
に
は
全

庁
的
な
協
議
が
必
要
だ
。

要
望
　
市
民
の
移
動
手
段

の
確
保
の
た
め
に
関
係
各

所
で
十
分
な
検
討
を
お
願

い
し
た
い
。

※
　
こ
の
ほ
か
に

「市
営

住
宅
の
特
定
入
居
に
つ
い

て
」
質
問
し
ま
し
た
。

永 水 民 生 議 員
市バス事業について

問.稲築地区福祉バスを市
バスに移行できないか

答.十分な協議が必要と思う

永水議員 (稲築 )

7k.hL。 いⅢ“η

福祉バス (稲築地区)
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佐 藤 道 彦 議 員
嘉麻市の将来像について

質

〈
口
併
優
遇
措
置
の
あ

る
平
成
２７
年
度
ま
で
の
１０

年
間
は
黒
字
財
政
で
あ
る

が
、
以
後
大
幅
な
財
源
不

足
が
生
じ
る
。
財
政
見
通

し
に
よ
れ
ば
１０
年
後
の
平

成
３３
年
度
に
は
、
平
成
２２

年
度
と
比
較
し
、
実
に
約

５５
億
円
の
歳
入
減
の
先
細

り
予
算
で
あ
る
。
嘉
麻
市

問.合併支援措置の無くな
る平成28年度以降の財源
確保はどうするのか
答.嘉麻市の将来を見据えて対応
していく

の
自
主
財
源
比
率
は
１９

・

６
％
し
か
な
く
、
３０
％
台

で
あ
る
近
隣
市
と
比
較
す

る
と
大
き
な
違

い
が
あ
る
。

ま
た
、
人
口
も
急
速
に

減
少
し
、
こ
の
ま
ま
行
け

ば
１０
年
後
に
は
人
口
３
万

５
千
人
台
に
な
り
、
老
人

と
福
祉
の
ま
ち
に
な
る
の

で
は
な

い
か
と
心
配
し
て

い
る
。
将
来
に
向
け
て
こ

の
財
政
難
、
人
口
減
少
な

ど
何
ら
明
る
い
も
の
は
見

当
た
ら
な

い
が
、
現
在
過

疎
対
策
、
合
併
特
例
債
な

ど
合
併
優
遇
措
置
の
あ
る

中
、
嘉
麻
市
の
集
大
成
と

し
て
自
主
財
源
確
保
、
財

政
の
建
て
直
し
を
図

っ
た

ら
ど
う
か
。

松
岡
市
長

　

「人
づ
く
り

は
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
は
人
づ
く
り
、
人
が

育
た
な

い
と
嘉
麻
市
の
活

性
化
も
な

い
」
と
い
う
信

念
の
も
と
に
、
現
在
市
政

を
進
め
て
い
る
。
何
も
進

め
な
け
れ
ば
嘉
麻
市
の
将

来
は
な

い
。
財
政
は
厳
し

い
が
い
ろ
ん
な
戦
略
を
構

築
し
て
い
る
。
ま
た
、
自

治
基
本
条
例
も
制
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
住
民
の
意
向

な
ど
十
分
受
け
入
れ
、
今

後
将
来
に
向
け
て
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
し

て
い
き
た
い
。

嘉
麻
市
の
場
合
、
環
境

に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
躊
躇
し
て
い
て
も

将
来
像
は
開
け
な

い
。
大

変
抽
象
的
な
言
い
方
だ
が
、

今
か
ら
具
体
的
な
戦
略
が

一
つ

一
つ
立
て
ら
れ
て
い

く
も

の
と
思

っ
て

い
る
。

そ
れ
を
基
盤
と
し
て
嘉
麻

市
の
将
来
を
見
据
え
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

※
　
他
に
、
中
山
間
地
域

対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

佐藤議員 (嘉穂)

質
　
飯
塚
市
で
は
、
伊
藤

伝
右
衛
門
邸
や
嘉
穂
劇
場

な
ど
に
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
が
、
嘉
麻
市

に
お
い
て
も
、
山
野
の
楽

や
梅
林
公
園
、
益
富
城

、

琴
平
文
化
館
な
ど
の
多
く

の
文
化
財
や
文
化
施
設
に

加
え
、
カ
ッ
ホ
ー
馬
古
屏

や
道
の
駅
う
す

い
な
ど
の

直
売
所
も
あ
る
。
飯
塚
市

と
連
携
し
、
観
光
ル
ー
ト

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
福
岡
県
と
飯
塚
市
、

桂
川
町
、
嘉
麻
市
で
嘉
飯

都
市
計
画
活
性
化
会
議
を

構
成
し
、
広
域
的
に
観
光

ル
ー
ト
を
整
備
す
る
構
想

は
持

っ
て

い
る
。
今
後

、

し

っ
か
り
広
域
的
な
結
び

つ
き
を
持

っ
て
進
め
た
い
。

質
　
た
だ
、
嘉
麻
市
に
は

宿
泊
施
設

が
な

い
の
で
、

一
泊
５
，
０
０
０
円
程
度

で
宿
泊

で
き

る
施
設
を
、

良

い
温
泉
の
出
る
熊
ケ
畑

に
つ
く

っ
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
嘉
麻
市
に
お
い
て

は
、
観
光

の
み
な
ら
ず

、

県

レ
ベ
ル
や
九
州

レ
ベ
ル

の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
宿
泊
施
設
が
少
な

く
、
民
家
や
料
亭
等
を
利

用
し
て
い
る
現
状
も
あ
る

の
で
、
温
浴
施
設
と
合
体

し
た
宿
泊
施
設
が
で
き
れ

ば
非
常
に
良

い
と
考
え
て

い
る
、
指
摘
の
点
は
、
今

後
考
え
て
い
き
た
い
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

質
　
豊
前
市
で
は
出
産
祝

金
と
し
て
第
２
子
１０
万
円
、

第
３
子
２０
万
円
分
の
商
品

券
を
支
給
し
て
い
る
。
嘉

麻
市
に
お
い
て
は
地
方
交

付
税
が

一
人
当
た
り
約
２０

万
円
国
か
ら
交
付
さ
れ
て

い
る
計
算

に
な

る

の
で
、

少
子
化
対
策
と
し
て
第
３

子
２０
万
円
、
第
４
子
５０
万

円
、
第
５
子
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
万
円
と
い
う
よ
う

に
祝
金
を
支
給
し
て
は
ど

つヽ
か
。

松
岡
市
長
　
国
の
ほ
う
も

子
育
て
手
当
等

い
ろ
い
ろ

考
え
て
は
い
る
が
、
嘉
麻

市
は
、
子
育
て
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
目
標
に
し
て
い
る

の
で
、
指
摘
の
点
に
つ
い

て
は
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

※
　
こ
の
ほ
か
に

「市
営

住
宅
政
策
に
つ
い
て
」
質

問
し
ま
し
た
。

吉 永 雪 男 議 員
観光施策について

問.低料金の宿泊施設を
つくつてはどうか
答。今後考えていきたい

吉永議員 (山田)

白雲荘 (山田地区)
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山 倉 敏 明 議 員
施政方針について

東
北
地
方
を
襲

っ
た
巨
大

地
震
に
よ

っ
て
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意

を
表

し
ま
す
と
と
も

に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

質
　
△口
併
し
て
丸
５
年
を

迎
え

よ
う
と
す

る
今

日
、

人
口
が
３
３
２
２
人
減
少

し
て
い
る
現
状
を
ど
の
よ

間。稲築公民館で催し物が
ある際。 2階へ上がるの
に非常に□る

答.空き部屋等も利用して、
利用者の利便性を図りたい

う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

福
田
企
画
調
整
課
長

人
口
減
少
が
著
し
く
、
こ

の
ま
ま
推
移
す
る
と
５
年

後
の
国
勢
調
査
で
４
万
人

を
下
回
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
強

い
危
機
感

を
感
じ
て
い
る
の
で
、
何

ら
か
の
対
策

・
施
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

考
え
て
い
る
。

質
　
急
速
な
人
口
減
少
に

よ
る
普
通
交
付
税

へ
の
影

響
額
は
ど
の
程
度
か
。

中
嶋
財
政
課
長
　
約
１
億

６
千
万
円
程
度
で
あ
る
。

質
　
人
口
減
少
を
防
ぐ
た

め
、
具
体
的
に
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
施
策
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
の
か
。

女
性
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

団
体

へ
の
補
助
金
が
削
減

さ
れ
、
活
動
資
金
に
困

っ

て
い
る
状
況
と
聞
き
及
ん

で
い
る
。
補
助
金
を

一
律

削
減
す

る

の
で
は
な
く
、

面
談
の
上
、
補
助
金
の
見

直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

企
画
調
整
課
長
　
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
を
施
行

し
、
団
体
を
支
援
し
て
い

く
条
項
の
中
で
、
補
助
金

だ
け
を

一
方
的

に
削
減
す

る
こ
と

に
疑
間
を
感
じ
て

い
る
の
で
、
今
後
ど

の
よ

う

に
活
動
が
展
開
さ
れ

る

の
か
を
十
分
加
味

し
な
が

ら
対
応
し
た

い
と
考
え

て

い
る
。

質
　
稲
築
公
民
館

で
催
し

物
が
あ

る
際

に
、
２
階

ヘ

上
が
る
の
が
非
常

に
不
便

で
あ
る
と

い
う

こ
と
だ
が
。

山

口
生
涯
学
習
課
長
　
稲

築
公
民
館
は
、
築
年
数
も

か
な

り

経

過

し

て
お

り

、

バ
リ

ア
フ
リ
ー
等

の
対
応

も
不
十
分

で
あ
る
。
２
階

に
会

議

室

が

多

い

の

で
、

空

き

部

屋

等

を

利

用

し

、

利
用
者

の
利
便
性

の
向
上

を
図
り
た

い
。

意
見
　
利
用
す

る
団
体
と

十
分
話
し
た
上

で
、
対
応

し
て
も
ら

い
た

い
。

山倉 議員 (稲築 )

稲築公民館

荒 木 紘 子 議 員
まちづくり、ひとづくりについて

間。人間形成の一番大切な
ものは

答。人を大事にし、感謝の気
持ちを常に持つこと

質

〈
７
学
校
で
は
、
学
習

と
基
本
的
な
し
つ
け
に
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
小
中
学
校

の
道
徳
教
育
の
内
容
は
。

木
本
学
校
教
育
課
長
　
文

部
科
学
省
配
布
の
学
年
に

応
じ
た
教
科
書

「心
の
ノ

ー
ト
」

の
ほ
か
教
科
書
会

社
の
資
料
を
用
い
て
、
１

週
間
に
１
時
間
、
年
間
３５

時
間
以
上
、
道
徳
の
授
業

を
行

っ
て
い
る
。

質
　
中
国

の
日
本
人
学
校

で
は
、
道
徳
を
盛
り
込
ん

だ
古
典
文
学
を
音
読

の
教

材

に
加
え
、
低
学
年

か
ら

慣
れ
親

し
み
、
成
長
過
程

の
中

で
自
分

の
も

の
に
し

て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
県
内

で
も
、
独

自

の
教
科
書
を
作
成
し
て

い
る
自

治

体

も

あ

る

が

、

嘉
麻
市
も
市
独
自

の
教
材

を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

松
岡
市
長
　
我
が
市

で
も

保
育
園
や
幼
稚
園

で
、
そ

う

い
う
取
り
組

み
を

や

っ

て
い
る
所
も
あ
る
。

身
近
な
も

の
を
提
供

し
、

考
え

る
こ
と

や
道
徳
的
心

情
が
高
ま

る
よ
う
な

こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
る
。

今
後
、
学
校

や
家
庭
教

育
も
含
め
て
取
り
組
ん

で

い
く

問

題

と

考

え

る

が

、

児
童

の
実
態

に
応

じ
て
や

る
の
が

一
番
だ
。

要
望
　
実
態

か
ら

一
歩
ず

つ
積

み
重
ね

て
い
く
部
分

も
重
要
だ
が
、
理
想
を
加

味

し
た
教
育

で
あ

っ
て
ほ

し
い
。

質
　
教
育
セ

ン
タ
ー

の
内

容
と
成
果
は
。

学
校
教
育
課
長
　
セ
ン
タ

ー
化

に
よ
り
、
カ
ウ

ン
セ

ラ
ー
や
引
き

こ
も
り
訪
問

指
導
員
、
適
応
指
導
員
に

よ
る
学
校
支
援
が
充
実
し
、

教
職
員
向
け
の
研
修
会
は

延
べ
９
１
２
名
の
参
加
が

あ
り
、
教
職
員
の
意
識
の

高
ま
り
、
指
導
力
の
向
上

が
見
ら
れ
る
。

昨
年
度
は
不
登
校
の
児

童
生
徒
１
０
５
名
に
対
応

し
た
。

質

　

「早
寝
、
早
起
き
朝

ご
飯
」
に
加
え
て
人
間
形

成
の
基
本
理
念
は
何
か
。

市
長
　
人
を
人
と
し
て
大

切
に
し
、
常
に
感
謝
を
も

っ
て
対
応
す
る
こ
と
だ
。

要
望
　
自
分
の
生
命
を
大

事
に
す
る
と
同
時
に
周
り

の
人
の
生
命
も
大
切
に
す

′つ
。そ
う

い
う
優
し
く
思

い

や
り

の
あ
る
嘉
麻
市
民
を

育
て
て
ほ
し
い
と
願
う
。

荒木議員 (稲築 )

教育センター
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田 中 日本 明 議 員
高齢者福祉の取り組みについて

質
　
一局
齢
者
福
祉
の
位
置

づ
け
は
。

椋
本
高
齢
者
介
護
課
長

健
や
か
で
、
安
心

・
安
全

な
る
生
活
の
保
障
で
あ
る
。

質
　
嘉
麻
市
の
高
齢
者
人

口
の
今
後
の
見
通
し
は
。

高
齢
者
介
護
課
長
　
５
年

後
の
高
齢
化
率
は
３８
％
に

達
す
る
と
思
わ
れ
る
。

問.休止あるいは廃止施設
を高齢者福祉に活用でき
ないか
答。条件がクリアできれば活用
したい

質
　
一局
齢
者
対
策
と
し
て

ど
ん
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

高
齢
者
介
護
課
長
　
介
護

保
険
事
業
、
在
宅
高
齢
者

の
生
活
支
援
の
た
め
の
高

齢
者
福
祉
事
業
、
敬
老
祝

金
等
の
敬
老
事
業
、
要
援

護
者
及
び
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
あ
る
い
は
そ
の

家
族
に
対
す
る
生
活
支
援

や
助
成
金
支
給
事
業
、
介

護
予
防
の
た
め
の
出
前
講

座
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
　
一局
齢
者
対
策
事
業
の

対
象
者
は
ど
の
程
度
か
。

高
齢
者
介
護
課
長
　
介
護

保
険
事
業
の
約
９
０
０
人
、

及
び
６５
歳
以
上
の
市
民
１

万
３
千
人
で
あ
る
。

質
　
一局
齢
者
人
口
増
加
に

対
す
る
受
け
入
れ
体
制
は
。

高
齢
者
介
護
課
長
　
介
護

保
険
事
業
で
は
、
高
齢
者

人
口
に
見
合

っ
た
介
護
支

援
専
門
員
が
必
要
と
な
る
。

質
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
定
義
に
、
事
前
調

査
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ

て
い
る
が
。

高
齢
者
介
護
課
長
　
通
常

か
ら
民
生
委
員
等
と
綿
密

に
連
携
を
と
り
、
要
援
護

高
齢
者
の
情
報
収
集
に
努

め
て
い
る
。

質
　
一局
齢
者
対
策
は
行
政

の
重
要
課
題
だ
と
思
う
が
。

市
長
　
連
携
を
深
め
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
　
一局
齢
者
が
健
や
か
な

老
後
を
過
ご
せ
る
だ
け
の

施
設
が
充
足
し
て
い
る
か
。

市
長
　
充
足
し
て
い
な

い
。

質
　
公
共
施
設
の
統
廃
合

が
計

画
さ
れ

て

い
る
が
、

廃
止
あ
る
い
は
休
止
施
設

の
管
理
費
用
等
を
考
え
る

と
、
高
齢
者
対
策
の
た
め

に
再
利
用
で
き
な
い
か
。

市
長
　
条
件
が
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
活
用
し
た
い
。

要
望
　
行
政
が
高
齢
者
対

策
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ

と

は
不
可
能

に
近

い
が
、

高
齢
者
が
健
や
か
な
老
後

を
過
ご
せ
る
施
策
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

田中議員 (碓丼 )

新 丼 高 雄 議 員
産業廃棄物処理場拡張に市民は納得していなしヽ

間.住民説明会開催を業
者に要請する

答.過ぎたことだ

質
　
熊
ヶ
畑

・
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
の
拡
張
計
画

を
申
請
し
た
産
廃
業
者
の

過
去

２０
年
間

の
操
業

は
、

完
全
に
安
全
な
操
業
を
し

た
か
疑
間
で
あ
る
。

福
岡
県
の
立
入
り
調
査

に
よ
る
資
料
の

一
部
を
見

た
だ
け
で
も
、
水
質
検
査

で
は
５０
℃
の
水
温
が
、
昨

年
と

一
昨
年
の
２
回
あ
る
。

さ
ら
に
搬
入
し
た
産
業

廃
棄
物
は
、　
一
度
広
げ
て

安
定
５
品
日
以
外
の
も
の

が
混
入
し
て
い
な

い
か
確

認
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

る
が
、
福
岡
県
の
指
導

・

指
摘

に
も

か
か
わ
ら
ず

、

展
開
検
査
し
た
と
い
う
結

果
報
告
は
見
当
た
ら
な

い
。

だ
か
ら
、
市
民
が
不
安

や
心
配
に
な
る
の
は
当
然

だ
し
、
住
民
説
明
会
の
開

催
を
要
請
し
て
い
る
。

市
長
は
、
全
市
民
と
の

パ
イ
プ
を
持

っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
産
廃
業
者
に
市

民
の
要
望
＝
住
民
説
明
会

の
開
催
を
伝
え
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
は
、
拡
張
計
画
反

対
の
意
思
表
明
が
で
き
な

い
と
の
考
え
で
あ
る
の
で
、

私
は
、
議
会
が
福
岡
県
に

意
見
書
提
出
の
た
め
、
力

を
尽
く
す
決
意
で
あ
る
。

松
岡
市
長

　

（住
民
説
明

会
の
）
時
期
は
過
ぎ
て
い

′つ
。市
が
中
止
を
求
め
た
時
、

賠
償
金
を
求
め
ら
れ
た
事

例
も
あ
る
。

新

聞
報
道

に
よ
れ
ば
、

業
者
側
も
住
民
説
明
会
に

応
じ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

申
し
込
ま
れ
た
ら
い
い
と

思
う
。

「住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
助
成

制
度
」
の
創
設
、
導
入
を

質
　
建
設
産
業
に
働
く
市

民
は
、
仕
事
が
少
な
く
収

入
も
少
な
く
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
市
民
が
住
宅
を

リ

フ
オ
ー

ム
す

る
と
き
、

市
の
助
成
制
度
が
あ
れ
ば

大
い
に
助
か
る
。

４
月
か
ら
、
飯
塚
市
は

１
千
万
円
、
桂
川
町
は
２

０
０
万
円
の
予
算
を
組
み
、

実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

同

一
の
生
活
圏
で
あ
る

こ
の
嘉
麻
市
で
も
、
住
宅

リ
フ
オ
ー
ム
制
度
の
創
設
、

導
入
を
求
め
る
。

市
長
　
６
月
議
会
に
で
も

お
願

い
す
る
気
持
ち
を
持

っ
て
い
る
。

新丼議員 (山田)
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藤 伸 ― 議 員
ごみの有料指定袋について

質
　
資
源
ご
み
の
指
定
袋

に
極
小
袋
の
規
格
が
な

い

た
め
、
非
常
に
使

い
勝
手

が
悪

い
と
、
多
く
の
市
民

か
ら
改
善
を
求
め
る
声
を

聞
い
て
い
る
が
。

坂
本
環
境
課
長
　
規
格
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
今

後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
十
分
検
討
し
て
い
く
。

間.資源ごみ(缶・ビン)の極
小袋の導入は

答.市民の意見を十分聞き、
前向きに検討 していく

質
　
一局
齢
者
世
帯
や

一
人

世
帯
で
は
、
２
～
３
ヶ
月

に

一
回
、
資
源
ご
み
の
収

集
日
に
合
わ
せ
て
ご
み
を

出
し
て
お
り
、
市
民
生
活

の
衛
生
面
の
観
点
か
ら
も

極
小
袋
の
規
格
を
導
入
す

る
べ
き
と
思
う
が
。

松
岡
市
長
　
市
民
の
意
見

を
十
分
取
り
入
れ
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。

保
健
行
政
に
つ
い
て

質
　
乳
が
ん

。
子
宮
頸
が

ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
の
導
入
前
と
導
入
後
の

受
診
者
数
の
推
移
は
。

中
村
健
康
課
長
　
乳
が
ん

検
診
で
は
、
導
入
前
７
６

０
人
、
導
入
後
１
２
２
８

人
と

４
６
８
人
増
加

し
、

子
宮
頸

が
ん
検
診

で
は
、

導
入
前
６
６
７
人
、
導
入

後
９
４
７
人
と
２
８
０
人

増
加
し
て
い
る
。

質
　
特
に
子
宮
頸
が
ん
は
、

定
期
的
な
検
診
と
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
り
、
予
防
法

を
確
立
し
た
唯

一
の
ガ
ン

と
言
わ
れ
て
い
る
。

嘉
麻
市
に
お
い
て
は
、
本

年
４
月
よ
り
、
中
学
１
年

生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で

の
９
１
７
名
を
対
象

に
、

全
額
公
費
助
成
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る

が
、
市
民
が
安
心
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る
よ

う
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性

・
有
効
性
等
の
正
し
い

情
報
を
提
供
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
啓
発

の
取
り
組
み
は
。

健
康
課
長
　
対
象
者
に
対

し
て
個
別
通
知
を
行
う
と

と
も
に
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
を
活
用
し
て
、
予
防

接
種
の
啓
発
員
を
１
名
雇

用

し
、
学
校

や
医
師
会
、

各
医
療
機
関
と
連
携
を
図

り
、
周
知

・
啓
発
を
今
後

進
め
て
い
き
た
い
。

※
他
に
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

藤議員 (稲築 )

嘉麻市指定袋 (缶・びん )

嘉
麻
市
議
会

で
は
、
３

月
Ｈ
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
に
対

し
、
「何
か
支
援
で
き
る
こ

と
は
な

い
か
」
と
、
３
月
定

例
会
中
に
急
き
ょ
議
員
互

助
会
役
員
会
、
全
員
協
議

会

で
協
議
を
行

い
、
議
員

２５
名
全
員
で

一
人
当
た
り

１
万
円
、
総
額
２５
万
円
の

義
援
金
を
、
全
国
市
議
会

議
長
会
を
通
じ
て
支
援
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た

、
物
資

の
支

援
等

に

つ
い
て
も
協
議
を
行

い

ま

し
た

が
、
現
地

で
何

が

必
要

か
な
ど

の
情
報

が
不

足

し

て

い
た
た

め
、
物

資

の
支
援
等
は
今
後

の
課
題

と

し
、
ま
ず

は
積

極
的

に

献
血

に
参
加
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

３
月
１７
日
に
全
員
協
議
会

を
開
催
し
、
４
月
２４
日
に

実
施
さ
れ
る
嘉
麻
市
議
会

議
員
選
挙
が
４
月
１７
日
に

告
示
さ
れ
、
選
挙
運
動
が

１
週
間
に
わ
た
り
展
開
さ

れ
ま
す
が
、
今
回
の
選
挙

運
動
期
間
中
、
朝
８
時
か

ら
夜
８
時
ま
で
認
め
ら
れ

て
い
る
選
挙
カ
ー
の
運
行

時
間
を
、
朝
９
時
か
ら
夜

７
時
ま
で
に
短
縮
し
て
実

施
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
ま
し
た
。
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つ
・

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成27年度

市 の 財 政 状 況 を語 る とき よ <耳 にす
る「地方債 (起債 )」 と「 基金」。家計で

言えば、地方債 (起債 )は いわゆる借金、
基金 は預金の ことを言 います。

嘉麻市の家計は どうな つているの ?

―般会計起債残高の推移

2∞ (億 円 )100

平成 19年度

平成20年度

ρ `     平成21年度

平成22年度

平成23年度

基金運用状況

■2.21 3.0

■2.213.0

■2.2110.0

0

■財政調整

■かんがい施設維持管理

■住宅新築資金等賞付事業

地 方債 (起 債 )

「地方債 (起債 )」 とは、市が財政

運営上必要 とす る資金 を国や銀行

などか ら調達するための借金です。

大規模 な事業 を行 うときは地方債

を財源 としています。

■1.5■ 6.1

■1.5■ 3.4

■1.5■ 3.6
50

■ふるさとづくり

■嘉穂小学校統合施設整備

■地域振興

基 金

「基金」は、預金として銀行等で保

有 しています。特定の目的に運用す

るため積み立てている基金と年度間

の財源の調整をするために積み立て

ている基金があります。

4.6

フ 4.4
100(億 円 )

地域福祉

■嘉穂総含運動公園

その他

4.4

4.4
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